
 

 

 

試験方法 ：パラクールＩＤ－８を半面に５％処理したＴシャツを着用し、背中部分に霧吹きで水をか

け（汗をかいたと想定）、サーモグラフィーで生地の温度変化を測定する。 

結果より、パラクールＩＤ－８を処理した部分は生地温度が未加工部分よりも低く、冷

感性が認められた。 

 

１０分後 

左：加工布 

右：未加工布 
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